
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●我が国の自殺者数は，平成１０年以降，年間３万人を超え，その後も高い水準が続いています。

国は平成１８年に「自殺対策基本法」を制定し，平成２８年基本法改正，平成２９年に新たな

「自殺総合対策大綱」を策定しました。 

●これらを踏まえ倉敷市では，平成２１年６月に「倉敷市自殺対策連絡会議」を設置し，各関係

機関や関係部署とのネットワーク強化や効果的な自殺対策の展開に向けての協議を重ねてきま

した。平成２４年８月からは「自殺」「虐待」「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」等の課

題に総合的に取り組むため，倉敷市「生きる支援」推進本部を立ち上げ，市民の命を守る施策

を推進しています。 

●平成２６年１２月に市民一人ひとりがかけがえのない命を大切に

し，共に支え合い健康で生きがいと希望を持って暮らすことので

きる地域社会を実現することを目的に「倉敷市自殺対策基本条例」

を制定し，これに基づいた具体的な推進策として平成２８年２月

「倉敷市自殺対策基本計画」を策定しました。この度，自殺対策

を更に強化推進していくため，第２期計画を策定しました。 

「生きる支援」の 3要素 

Kurashiki City 

倉敷市 

「生きる」を支える 

くらしきプラン 

概 版 要 

倉敷市自殺対策基本計画（第２期） 

計画期間：令和３年４月～令和８年３月 

発行 令和３年３月 

編集 倉敷市保健福祉局 倉敷市保健所 保健課 

〒７１０－０８３４ 

岡山県倉敷市笹沖１７０番地 

電話（０８６）４３４－９８２３ 

F A X（０８６）４３４－９８０５ 

ほっとちゃんは，心の健康づくりと 

精神障がいに対する理解を 

行政・サポーターと協働で地域へ 

波及させるために日々活動中です！ 

重点的な取組-ゲートキーパー養成- 

「市民一人ひとりが 
ゲートキーパーになろう」 

 スローガン 

自殺には，健康問題のみならず，家族問題や経済・生活上

の問題，勤務問題等様々な要因が関与しており，そのサイン

はいつ誰に出されるかわかりません。そのため，地域の様々

な人に，自殺予防の必要性や，悩みを抱える人に気づき，声

をかけ，話を傾聴するなど親身に対応することの大切さを

伝えていくことが必要です。 

そこで，第２期も引き続き，ゲートキーパーの養成に重点

的に取り組みます。 

【ゲートキーパー養成研修】 

自殺の危険性の高い人の早期発見，早期対応を図るため，

自殺に関する正しい知識を普及し，「ゲートキーパー」とし

ての人材等を地域の中で養成・育成する研修です。 

出前講座として様々な場所に出向いて開催しています。 

【相談窓口の啓発活動】 

悩みを抱えた人から助けを求められた時，相談窓口の情報提供が

できるよう，「相談窓口カード」を作成しています。市民の目につき

やすい場所に設置し，相談窓口の周知を図っています。 

ゲートキーパー養成研修時にも，お渡ししています。 

誰もが安心して 
生活できる 
地域づくりを 
目指します。 

相談窓口カード 

ほっとちゃん 

計画の詳細を 

ご覧になりたい 

方はこちら 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自殺対策における具体的な取組 

倉敷市自殺未遂者支援事業 
トピックス 

基本認識及び基本方針 
自殺対策を推進する上での 

計画の指標・目標値 
「生きる」を支えるくらしきプラン（第２期） 

倉敷市における自殺の現状 

◆自殺者数の推移 

資料：人口動態統計（厚生労働省） 

【基本施策】 

（自殺対策を推進する上で欠かせない取組） 

１ 地域におけるネットワークの強化 

２ 自殺対策を支える人材の育成 

３ 市民への啓発と周知 

４ 生きることの促進要因への支援 

５ 援助希求力を高めるための支援  

【重点施策】 

（本市における優先的な課題への取組） 

１ 子ども・若者への支援の強化 

２ 勤務・経営問題に関わる自殺対策の推進 

３ 高齢者への支援の強化 

４ 被災者等への心のケア 

【生きる支援施策】 

１ 市民一人ひとりの気づきと見守りを促す 

２ 自殺対策の推進に資する調査研究等を推進する 

３ 自殺対策に係る人材の確保，養成及び資質の向上

を図る 

４ 心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくり 

を推進する 

５ 適切な精神保健医療福祉サービスを受けられる 

  ようにする 

 

６  社会全体の自殺リスクを低下させる 

７  自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ 

８  遺された人への支援を充実する 

９  民間団体との連携を強化する 

１０ 子ども・若者の自殺対策を更に推進する 

１１ 勤務問題による自殺対策を更に推進する 

【自殺未遂者支援事業の流れ】 

自殺ハイリスク者である自殺未遂者や

その家族に対して，司法書士や弁護士，

保健福祉の専門職がチームを組み，多岐

にわたる生活問題の解決に向けた支援を

実施しています。 

医療機関から支援依頼を受けた倉敷市

保健所は，支援開始当初に積極的に介入

し，支援のコーディネートを行うこと

で，再度の自殺企図を防止します。 

また，支援事例を通して，関係機関の

役割やネットワークについて分析し，倉

敷市の地域特性に応じた相談支援体制の

整備（セーフティネット）のあり方や人

材育成のあり方について検討していま

す。 
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平成２１年の９８人をピーク

に，徐々に減少傾向です。 

しかし，現在も年間約６０人の

方が亡くなられており，本市と

しても，重要な健康課題と考え

ています。 

87 
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【基準値】 【目標値】 【指 標】 

【基本認識】 

◆自殺は，その多くが追い込まれた末の死である 
◆減少傾向にはあるが，年間自殺者数は 2万人を 

超えており，非常事態はいまだ続いている 
◆地域レベルの実践的な取組を PDCA サイクル（※） 

を通じて推進する 

 
※PDCA サイクルとは，P（Plan＝計画），D（Do＝実行）， 

C（Check＝評価），A（Action＝改善）を繰り返し， 
業務をより良く改善し続けることをいいます。 

【基本方針】 
◆生きることの包括的な支援として推進 

◆関連施策との有機的な連携による総合的な 

対策の展開 

◆対応の段階に応じたレベルごとの対策の 

効果的な連動 

◆実践と啓発を両輪として推進 

◆関係者の役割の明確化と連携・協働の推進 

自分や家庭の事情にあった働き方が 
できていると思っている人の増加 

 

困った時，悩みがある時に相談する人が 
いると答えた子どもの増加 

自殺者数の減少 

ゲートキーパーを知っている人の増加 

【令和元年】 

６１人 
 

【令和２年度】 

８．３％ 
 

【令和２年度】 

６５．６％ 
 

【令和元年度】 

７３．２％ 
 

【令和元年度】 

101,230 件 
 

【令和元年度】 

８７．７％ 
 

【令和７年】 

５５人以下 
【令和７年度】 

２０％ 
【令和７年度】 

８０％ 

【令和７年度】 

８２％ 
【令和７年度】 

102,500 件以上 

 

【令和７年度】 

９６％ 

身近で相談できる人がいる高齢者の増加 
（高齢者支援センターの相談件数） 

 

ストレスをうまく解消できていると 
思う人の増加 

 


